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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第15期
第１四半期
連結累計期間

第16期
第１四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 2,865,951 2,088,599 10,564,767

経常利益又は経常損失(△) (千円) 37,161 △1,049 35,091

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) 40,453 △2,236 △41,480

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 40,435 △2,222 △41,488

純資産額 (千円) 603,372 544,055 541,327

総資産額 (千円) 2,804,980 2,219,423 2,576,785

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) 2.24 △0.12 △2.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 2.21 ― ―

自己資本比率 (％) 20.9 22.8 19.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４. 第15期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額及び第16期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるた

め、記載しておりません。

５．当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22

年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　

平成22年６月30日公表分）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック

・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの

公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、第15期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額について遡及処理しております。

　

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日～平成24年３月31日）におけるわが国経済は、東日本
大震災を発端とした厳しい状況から緩やかに回復しているものの、欧州の財政危機による世界経済の減
速や円高の長期化などにより、先行きは依然として不透明な状況にあります。
　一方、当社グループが属するインターネット広告市場は、㈱電通発表の「2011年 日本の広告費」により
ますと、前年比104.1％の市場成長となりましたが、モバイル広告市場については、スマートフォン向け広
告が拡大する反面、従来からのフィーチャーフォン向け広告が減少したこともあり、市場全体としては前
年をやや超える規模に留まっている状況にあります。
こうした環境のもと当社グループは、モバイル広告事業・メディア事業ともにスマートフォンの普及
拡大という変化に対応するべく、様々な施策を繰り広げてまいりました。
　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,088,599千円(前年同期比27.1％減)、営業利益は
1,148千円(前年同期比97.0％減)、経常損失 は1,049千円(前年同期は37,161千円の利益)、四半期純損失
は2,236千円(前年同期は40,453千円の利益)となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①モバイル広告事業

モバイル広告事業には、モバイル広告媒体を専門に仕入れ、広告会社へ販売するモバイルメディアレッ
プと、モバイル広告における企画やソリューションを広告主に提供するモバイル広告代理が属しており
ます。
モバイル広告事業におきましては、スマートフォンの普及拡大に伴い、従来のフィーチャーフォン向け
広告市場が急速に縮小傾向にあります。このような市場環境の変化に対応するため、スマートフォン広告
の拡販等に力を入れてまいりましたが、それ以上にフィーチャーフォン向け広告の売上が大きく減少い
たしました。その結果、売上高は1,627,173千円（前年同期比35.0％減）、セグメント利益は35,303千円
（前年同期比57.1％減）にとどまる結果となりました。

②メディア事業

メディア事業には、オプトインメール「DEmail」等が属するメール広告、インターネットリサーチであ
る「ターゲットリサーチ」、iOS向け音楽プレイヤーアプリ「Discodeer」等が属するスマートフォン
サービス、連結子会社である㈱インターナショナルスポーツマーケティングが営むスポーツマーケティ
ング等が属しております。
メール広告におきましては、金融関連業種の受注が回復するとともに、ウェブサイト内における収益化
施策に力をおいてまいりました。インターネットリサーチにおきましては、従来のリサーチ案件に加え、
一部プロモーション業務も拡大し、顧客・案件の多様化に取り組みました。スマートフォンサービスにお
きましては、前期より開発を進めてきたスマートフォン向けアプリの収益化が進み、当期中に利益獲得で
きる体制の整備が順調に進んでおります。スポーツマーケティングにおきましては、ソーシャルカード
ゲームの権利許諾等、新たな収益源の確保に取り組んでまいりました。これらの結果、メディア事業の売
上高は461,425千円（前年同期比27.0％増）、セグメント利益は38,668千円（前年同期比100.9％増）と
なりました。
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（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、2,219,423千円となり、前連結会計年度末と比べ、357,361千
円の減少となりました。また、当第１四半期連結会計期間末の負債は、1,675,368千円となり、前連結会計
年度末と比べ、360,090千円の減少となりました。これらは主に、フィーチャーフォン向け広告の縮小に伴
うモバイル広告事業の販売減によるものであります。
当第１四半期連結会計期間末の純資産は、544,055千円となり、前連結会計年度末と比べ、2,728千円の
増加となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 74,000,000

計 74,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,628,83018,628,830
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）
単元株式数は100株であります。

計 18,628,83018,628,830― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成24年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商法に基

づき発行された新株引受権の権利行使を含む。）により発行された株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年１月１日
～

平成24年３月31日
─ 18,628,830 ― 1,308,628─ 530,259
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年12月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   　517,700

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　18,110,000 181,100 ―

単元未満株式 普通株式　     1,130― ―

発行済株式総数 18,628,830― ―

総株主の議決権 ― 181,100 ―

(注)１　「完全議決権株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含まれて

　おります。

　　２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式2株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社スパイア

東京都渋谷区
渋谷一丁目２番５号

517,700 ─ 517,700 2.78

計 ― 517,700 ─ 517,700 2.78

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年１月１日

から平成24年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年３月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 541,059 542,429

受取手形及び売掛金 1,573,804 1,276,531

たな卸資産 8,513 9,043

その他 36,106 53,285

貸倒引当金 △4,032 △3,820

流動資産合計 2,155,450 1,877,468

固定資産

有形固定資産 100,575 103,110

無形固定資産

のれん 25,806 23,917

その他 90,881 104,976

無形固定資産合計 116,687 128,894

投資その他の資産

破産更生債権等 45 45

その他 204,071 109,949

貸倒引当金 △45 △45

投資その他の資産合計 204,071 109,949

固定資産合計 421,335 341,954

資産合計 2,576,785 2,219,423

負債の部

流動負債

買掛金 1,403,051 1,036,081

短期借入金 97,000 107,000

1年内返済予定の長期借入金 135,628 143,959

未払法人税等 10,060 3,367

その他 150,029 178,637

流動負債合計 1,795,769 1,469,044

固定負債

長期借入金 193,305 156,621

ポイント引当金 40,971 44,833

その他 5,411 4,869

固定負債合計 239,688 206,323

負債合計 2,035,458 1,675,368
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,308,628 1,308,628

資本剰余金 877,142 876,579

利益剰余金 △1,588,863 △1,591,099

自己株式 △88,776 △87,547

株主資本合計 508,131 506,561

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 75 88

その他の包括利益累計額合計 75 88

新株予約権 33,121 37,405

純資産合計 541,327 544,055

負債純資産合計 2,576,785 2,219,423
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 2,865,951 2,088,599

売上原価 2,420,712 1,695,386

売上総利益 445,238 393,212

販売費及び一般管理費 407,019 392,064

営業利益 38,219 1,148

営業外収益

受取利息及び配当金 85 70

その他 942 542

営業外収益合計 1,028 612

営業外費用

支払利息 1,138 2,531

その他 947 278

営業外費用合計 2,085 2,810

経常利益又は経常損失（△） 37,161 △1,049

特別利益

投資有価証券売却益 8,872 －

貸倒引当金戻入額 92 －

特別利益合計 8,965 －

特別損失

固定資産除却損 3,505 －

事業整理損 955 －

特別損失合計 4,460 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

41,666 △1,049

法人税、住民税及び事業税 1,212 1,186

法人税等調整額 － －

法人税等合計 1,212 1,186

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

40,453 △2,236

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,453 △2,236
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

40,453 △2,236

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17 13

その他の包括利益合計 △17 13

四半期包括利益 40,435 △2,222

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 40,435 △2,222

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

(会計方針の変更)

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22

年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平

成22年６月30日公表分）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック

・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公

正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

なお、これによる影響については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。

　

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

減価償却費 9,310千円 14,655千円
　

のれんの償却額 1,732千円 1,888千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

モバイル
広告事業

メディア
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 2,502,594363,3562,865,951 ― 2,865,951

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

─ 3,881 3,881 (3,881) ―

計 2,502,594367,2382,869,832(3,881)2,865,951

セグメント利益 82,309 19,249 101,559(63,340) 38,219

　(注)１　セグメント利益の調整額63,340千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

モバイル
広告事業

メディア
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 1,627,173461,4252,088,599 ― 2,088,599

(2) セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

─ 3,188 3,188 (3,188) ―

計 1,627,173464,6142,091,787(3,188)2,088,599

セグメント利益 35,303 38,668 73,971 (72,823) 1,148

　(注)１　セグメント利益の調整額72,823千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は

　　１株当たり四半期純損失金額(△)
2円24銭 △0円12銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失(△)　(千円) 40,453 △2,236

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額又は

　　普通株式に係る四半期純損失金額(△)　(千円)
40,453 △2,236

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,038,229 18,115,855

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2円21銭 ―

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額　(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 276,204 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

　
（会計方針の変更）

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平

成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

４号　平成22年６月30日公表分）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するス

トック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプ

ションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

これらの会計基準等を適用しなかった場合の前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額は、2円19銭であります。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月11日

株式会社スパイア

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    浜　　村　　和　　則    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    新　　村　　　　　久    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社スパイアの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成24年１月１日から平成24年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年３
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スパイア及び連結子会社の平成24年
３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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